
様式第３号（第６条関係） 
 

事業計画概要説明書 
 
※事業の全体像が分かるように、適宜、図や表を入れてください。 
１　事業計画名 

 
２　事業計画の概要 

(1)　事業の目的・動機 

※本事業を始めることにした目的・動機について、自社の状況や地域課題、社会的、経済 

的な面も踏まえて、記載してください。 

 

 

 

 

 

 

　 

 

 

（2）事業化する商品・サービスの内容 

※事業化を予定している商品・サービスについて、その特徴や機能、提供方法等を具体的 

に記載してください。 

※商品・サービスの開発又は提供にあたっての技術的なポイントや工夫がある場合は、そ 

の内容についても記載してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（3）対象市場・顧客層、他者又は既存サービスとの相違点 

　※対象とする市場や顧客層について、本事業の対象とする理由や背景、想定されるニー 

ズを含めて具体的に記載してください。 

　※事業化を予定している商品・サービスに類似のものがある場合は、既存の製品・サー 

ビスとの違いや、本事業の独自性、優位性について記載してください。 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

３　事業化における課題及び解決方法　 

(1)　事業化における課題 

※本事業を実現するうえで想定される課題やリスクについて、具体的に記載してくださ 

い。 

※課題については、技術面や市場面、人材面、資金面、法規制面等、複数の観点から整 

理してください。 

※各課題について、背景や、なぜそれが問題となるのかという根拠も併せて記載してく 

ださい。 

例）本事業を実現するために想定される課題は次のとおりである。 

　【1】○○○○○ 

　　→現在、～という状況にあり、～というリスクが想定される。・・・ 

　【2】○○○○○ 

　　→～の体制が整っておらず、～の遅れが懸念される。・・・ 

 

 

 

 

 

 

　 



 

(2)　課題の解決方法 

※前項で挙げた各課題に対して、どのように対応し、解決を図っていくのかを具体的に

記載してください。 

※課題の解決に向けて、今後どのような対応を行う予定か、既に取り組んでいる内容が 

ある場合は、その点も併せて記載してください。 

※解決策について、実現可能性や裏付け（実績・専門家の支援・技術的根拠等）がある 

場合は、積極的に記載してください。 

例）【1】○○○○○への対応 

　　→この課題に対しては、～という方法により対応を進める予定である。 

　　→現在、～の準備を進めており、～までに体制を整える見込みである。 

　 【2】○○○○○への対応 

　　→～の専門家と連携し、～の課題を段階的に解決する計画である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４　補助事業の実施スケジュール 

（注）時系列順に記入すること。 

 

 
課題、具体的実施事項 実施方法 実施スケジュール

 ☐自社実施 

☐共同実施 

☐委託実施

　　年　　月～　　　　年　　月

 ☐自社実施 

☐共同実施 

☐委託実施

　　年　　月～　　　　年　　月

 ☐自社実施 

☐共同実施 

☐委託実施

　　年　　月～　　　　年　　月

 ☐自社実施 

☐共同実施 

☐委託実施

　　年　　月～　　　　年　　月

 ☐自社実施 

☐共同実施 

☐委託実施

　　年　　月～　　　　年　　月

 ☐自社実施 

☐共同実施 

☐委託実施

　　年　　月～　　　　年　　月

 ☐自社実施 

☐共同実施 

☐委託実施

　　年　　月～　　　　年　　月

 ☐自社実施 

☐共同実施 

☐委託実施

　　年　　月～　　　　年　　月

 ☐自社実施 

☐共同実施 

☐委託実施

　　年　　月～　　　　年　　月

 ☐自社実施 

☐共同実施 

☐委託実施

　　年　　月～　　　　年　　月



５　事業化計画 

(1)　販売計画 

　※売上高の根拠については、各年度の金額がどのように算出されているか分かるよう、   

売上高の積算内容を明確に記載してください。 

 

 

 

 

 

 製品・サービスの内容

 製品・サービスの名称

 想定する販売・出荷先

 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

実施事項
年度 年度 年度 年度 年度

 ※実施予定の年度に〇を記入

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売
上
見
込
み

売上高 

（千円単位）

単年度

 累計

 

売上高の根拠



 

(2)　新たな事業展開への可能性 

※本事業を通じて、将来的にどのような分野や市場へ展開できる可能性があるか、又は 

展開していく予定があるかについて、具体的な内容（地域展開、海外展開、他業種との 

連携等）を示すとともに、その展開が可能と考える根拠も含めて記載してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)　地域への波及効果 

※本事業を通じて、自社や市内事業者等へどのような効果が波及し、市内の活性化へど 

のように貢献できるのかについて、取引の拡大や雇用創出等の観点を含め、具体的に記 

載してください。 

 

 

 

 

 

 

 

６　専門用語等の解説（※専門用語や商品用語など，補足説明が必要な場合は記載するこ

と。）


